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[事案 27-107] 転換契約無効請求  

・平成 28年 3月 2日  裁定打切り 

＜事案の概要＞ 

転換時に、重要事項の説明がなかったことを理由に、転換契約を無効とし、転換前契約への

復旧を求めて申立てのあったもの。 

＜申立人の主張＞ 

平成元年 10月に契約した定期保険特約付終身保険を平成 8年 10月に転換したが、転換時に、

転換契約自体の説明や意向確認がなく、また、新旧保険契約の比較、メリットとデメリット、

予定利率が下がることなどの重要事項の説明もなかったため本件転換を無効とし、転換前契約

に戻してほしい。 

＜保険会社の主張＞ 

 以下の理由により、申立人の請求に応じることはできない。 

(1)本件転換は、申立人または申立人代理人の意思にもとづき、有効に成立したものであると

判断しており、当時の募集人による、違法・不適切な募集行為はなく、詐欺や不実告知の

事実や、申立人または申立人代理人の錯誤は認められない。 

(2)本件転換について申立人より約 18年間転換を取り消す旨の申し出はなく、転換契約の有効

を前提とした受取人変更や特約の解約が行なわれていることから、本件転換契約の内容を

当初から了解していたもの、少なくともその後に申立人が追認したものである。 

＜裁定の概要＞ 

1.裁定手続 

 裁定審査会は、当事者から提出された書面にもとづく審理の他、申立人に対して、募集人の

説明内容に不適切な点があったかどうかなど転換時の状況を把握するため事情聴取を行った

が、募集人および本件転換に当たって募集人から説明を受けた申立人代理人の事情聴取は実施

できなかった。 

2.裁定結果 

上記手続の結果、以下のとおり、業務規程第 32条 1項 3号にもとづき、裁定手続を打ち切

ることとした。 

(1)本件転換に際して、募集人から説明を受けたのは、申立人ではなく、申立人代理人であり、

本件では、要素の錯誤や詐欺による取消における錯誤の有無は、全て代理人について決し

なければならない。 

(2)当審査会は、申立人代理人および募集人に対し、事情聴取の機会を設定したものの、申立

人代理人および募集人は、事情聴取の要請に応じなかったことから、上記の事実について

認定することができなかった。 

 

 


